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相続？
節税？

建て替え？
新築？減築？

同居？

１
０
０
人
い
れ
ば
�
答
え
は
１
０
０
通
り
�

親
世
代
と
子
世
代
の
住
宅
資
産
を
考
え
る
�

こ
の
家
は
、
大
き
す
ぎ
る
か
も
？

● 

家
族
４
人
で
住
ん
で
い
た
こ
の
家
、

　

 

今
は
夫
婦
２
人
だ
け
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

● 

子
ど
も
た
ち
は
自
立
し
、
２
階
は
物
置
の
よ
う
に
な
っ
て
い
て
ほ
と
ん
ど
使
っ
て
い
ま
せ
ん
。

● 

広
す
ぎ
る
家
は
、
な
ん
だ
か
寂
し
い
気
が
し
ま
す
。

親
世
代
の
物
語
り

あ
と
で
気
づ
い
た
・
・
。

子
世
代
の
物
語
り

減
築
と
い
う
ア
イ
デ
ア

① 耐震性が向上します（建て替えよりもローコスト）
　住宅の重量が減るので耐震性が高まります。新築の際にもっとも重
要で費用がかかる基礎工事がないので、今ある基礎を利用でき
費用を抑えられます。

② 光熱費など生活費が抑えられる
　部屋数が減れば風通しや採光が改善できますので、冷暖房も効率化
して光熱費も抑えることができます。

③ 生活をコンパクトにして掃除やメンテナンスが楽になる
　無駄な生活動線を見直せるので暮らしやくなります。使っていない
部屋がある場合、そこから家が傷んでしまいますが、家が小さくなれ
ば掃除も楽になります。

④ 防犯面でも安心できます
　目の届かない部屋がなくなります。夜に家全体が暗くなってしまう
ことは防犯上好ましくありませんが、家をコンパクトにすれば家全体
が明るくなり夜の住宅街の防犯性も向上します。

⑤ 固定資産税も軽減できます
　固定資産税は、家の延床面積によって決まります。減築によって延
床面積が減れば、その分だけ固定資産税も減額されます。

⑥ 慣れ親しんだ場所で暮らせる
　長年暮らしたコミュニティーを離れて、知らない人ばかりの新しい
場所で人間関係を作り上げるのは、不安が大きいものです。減築の場
合は、今の家をリフォームするので老後も安心です。

同
居
前
に
考
え
て
お
け
ば
よ
か
っ
た

● 

２
年
前
に
一
人
暮
ら
し
の
母
と
同
居
す
る
た
め
に
、

　

 

３
０
坪
の
実
家
の
間
取
り
の
変
更
と
耐
震
工
事
を
す
る
大
規
模
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。

● 

リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
は
６
０
０
万
円
、
私
と
母
が
折
半
し
て
負
担
し
た
ん
で
す
。

● 

し
か
し
そ
の
後
、
母
が
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
実
家
を
相
続
す
る
こ
と
に
・
・
・
。

● 

私
に
は
兄
が
い
る
の
で
、
相
続
人
は
２
人
で
す
。

● 

親
が
残
し
て
く
れ
た
財
産
は
、
こ
の
家
と
わ
ず
か
な
貯
金
の
み
・
・
・
。

● 

兄
は
遠
く
に
住
ん
で
い
て
、
最
近
は
ほ
と
ん
ど
会
っ
て
い
ま
せ
ん
・
・
・
。

● 

相
続
の
こ
と
な
ん
て
兄
と
は
話
し
た
こ
と
が
な
い
の
で
不
安
で
す
・
・
・
。

同居前に知っておきたい「相続の予備知識」
　
親
の
資
産
を
２
人
の
子
供
で
相
続

す
る
よ
う
な
場
合
、「
自
宅
も
貯
金
も

そ
れ
ぞ
れ
半
分
ず
つ
相
続
し
た
い
」

と
考
え
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

問
題
は
自
宅
を
２
つ
に
分
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
こ
こ
で
、
不
動
産
を
相
続
す
る
に

は
４
つ
の
方
法
「 

①
現
物
分
割
、②
換

価
分
割
、③
共
有
、④
代
償
分
割 

」
の

方
法
を
紹
介
し
ま
す
。

　
【
①
現
物
分
割
】 　
不
動
産
そ
の
も

の
を
物
理
的
に
分
け
る
方
法
で
す
。

自
宅
し
か
な
い
場
合
に
は
、
こ
の
方

法
は
難
し
い
の
が
現
実
で
す
。

　
【
②
換
価
分
割
】　
不
動
産
を
売
っ

て
お
金
に
変
え
て
か
ら
分
け
る
方
法

で
す
。
こ
の
方
が
一
番
多
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
相
続
す
る
家
に

現
在
誰
か
が
住
ん
で
い
る
（
右
の
よ

う
な
事
例
の
）
場
合
は
売
る
こ
と
が

困
難
で
す
し
、
仮
に
売
っ
た
場
合
は

所
得
税
も
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
【
③
共
有
】　
所
得
税
も
か
か
ら
な

い
方
法
で
兄
弟
で
平
等
に
所
有
す
る

方
法
が
共
有
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ

が
後
々
大
き
な
問
題
と
な
る
こ
と
が

多
い
の
で
す
。
た
と
え
ば
、
兄
弟
の

ど
ち
ら
か
に
緊
急
で
お
金
が
必
要
と

な
っ
た
場
合
は
兄
弟
の
同
意
が
必
要

と
な
り
、
同
意
が
得
ら
れ
な
い
と
き

は
売
却
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
兄
弟

の
ど
ち
ら
か
が
亡
く
な
っ
た
場
合
に

は
、
そ
の
子
供
た
ち
が
共
有
者
と
な

る
の
で
複
雑
化
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
【
④
代
償
分
割
】　
不
動
産
を
相
続

す
る
人
が
、
不
動
産
を
相
続
す
る
代

わ
り
に
他
の
相
続
人
に
お
金
な
ど
を

支
払
う
方
法
で
す
。
右
の
事
例
に
当

て
は
め
る
と
、
妹
が
家
を
相
続
し
、

代
わ
り
に
兄
に
お
金
を
払
う
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
「
リ
フ
ォ
ー
ム
の
と
き
に
３
０
０
万

円
を
負
担
し
た
の
だ
か
ら
、
こ
の
金

額
を
差
し
引
い
た
額
を
相
続
し
た
い
」

と
考
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
相

続
税
は
、
相
続
が
発
生
し
て
か
ら
１

０
ヶ
月
以
内
に
払
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
の
で
時
間
が
な
い
の
で
す
。

　
兄
弟
で
話
し
合
っ
て
「 

①
現
物
分

割
、②
換
価
分
割
、③
共
有
、④
代
償
分

割 

」
の
う
ち
い
ず
れ
か
を
選
択
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
い
つ
か
必
ず
こ
ん
な
日
が
き
ま
す
。

相
続
の
こ
と
を
兄
弟
や
親
子
の
間
で

話
し
会
う
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

親
が
残
し
て
く
れ
た
の
は
、

多
少
の
預
貯
金
と
自
宅
の
み
と

い
う
場
合
が
増
え
て
い
ま
す
。

住
ま
い
の
リ
フ
ォ
ー
ム
は
、

「
改
装
」
や
「
改
造
」「
増
改
築
」
だ
け
で
は
な
い
ん
で
す
。

ほ
と
ん
ど
締
め
切
り
で
物
置
化
さ
れ
て
い
る
部
屋
が
あ
れ
ば
、

思
い
切
っ
て
減
築
す
る
と
い
う
ア
イ
デ
ア
も
あ
り
ま
す
。

5.「同居リフォーム」　又は　「同居前のリフォーム」　は、
   兄弟・親子間で「相続のこと」を話し合いましょう

1. 相続の基礎控除額を把握しましょう

4. 相続税を試算してみましょう

3. 親の資産を聞きましょう

2. 土地の評価額を調べましょう

　相続の基礎控除額は、３,０００万円＋６００万円 ×法廷相続人の数です。平成
26 年度までは、基礎控除額は５,０００万円＋１,０００万円 × 法廷相続人の数で
したが、平成２７年度に改正され、これまで相続税に縁のなかった人も対策が必
要となり、２人に１人が相続税の申告が必要となるだろうと言われています。

　右の事例のように、良かれと思ってした同居とリフォーム費用を負担したこ
とが、トラブルになることもありますので、事前に「兄弟・親子間」での話し
合いをお勧めします。耐震改修を行った場合は一定期間、固定資産税が減額され、
さらに、ローン等を利用した場合は「住宅ローン借入金等の年末残高の合計額
を基として計算した金額を所得税額から控除」することができますので、この
ような制度の話しをきっかけに、お話し合いをしてみましょう。

　平成２７年度の改正で最高税率も
引き上げられていますので、まずは、
相続税を試算してみましょう。

　空いたスペースを家庭菜園にする。あるいは、
日当たりと通風をよくするための空間にするなど、
敷地全体の快適性を向上させることができます。
　また、空いたスペースを駐車場やアパートとし
て貸すこともできます。

結婚していない方や子どもがいな
い方は大きな家を望まない場合も
あります。減築して、敷地と建物
環境を改善し、併せて耐震化すれ
ば、住宅の資産価値も上がります。

　将来のことを見据えて２階への
行き来をなくしたい。だったら、
思いきって平屋にするというアイ
デアもあります。

　隣接する住戸があるために「家
全体の採光が悪い場合」は、使わ
れていない2階の部屋を撤去して、
住戸全体に光と風を取り入れるこ
とができます。

　なかなか切り出せない話しかもし
れませんが、兄弟と協力し合って聞
いてみましょう。

　土地の評価額は「路線価 × 土地の面積」で計算します。「路線価」とは国税庁
が毎年７月に公表する全国の土地価格の指標（土地が接している道路に値段をつ
けたもの）です。（国税庁のホームページで簡単に調べられます）。
　地方の土地には路線価がないものもありますが、その場合は固定資産税の評価
額に一定の倍率をかける「倍率方式」で計算します。毎年６月くらいに市区町村
から固定資産税の通知が来るので、これを見ればわかります（建物の評価も固定
資産税の評価額で評価されます）。

　
増
築
が
常
に
問
題
解
決
の
答
え
に
な
る
と

は
限
り
ま
せ
ん
。
使
っ
て
い
な
い
部
屋
を
取

り
払
う
だ
け
で
、驚
く
ほ
ど
家
が
明
る
く
な
っ

た
り
、
動
き
が
楽
に
な
り
ま
す
。

　
実
は
、
減
築
と
い
う
ア
イ
デ
ア
に
は
た
く

さ
ん
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
で
す
。

身の丈にあった住まいへ
「減築というアイデア」のメリット

１）１、2階を撤去する

減築で、相続時の住宅の
資産価値を高めることも

２）２階部分を全て撤去する

３）2階の一部を撤去する

減築の種類

良
か
れ
と
思
っ
て
親
と
の
同
居
を
始
め
た
も
の
の
、

い
ざ
、
相
続
と
な
る
と
兄
弟
間
で
も
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
事
例
で
は
、
子
ど
も

が
親
孝
行
と
し
て
リ
フ
ォ
ー

ム
費
用
の
半
分
を
負
担
し
た

こ
と
が
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

〒202-0014 西東京市富士町 4-5-12
TEL：042-461-4943

k o s u g a - i e . j p

路線価×土地面積=土地評価額

rosenka.nta.go.jp

路線価は国税庁のホームページに調べられます

株式会社 コスガ工務店

発行：2017 年 8月



親
世
代
と
子
世
代
の
物
語
り

相
続
・
そ
れ
と
も
生
前
贈
与
？

● 

築
４
０
年
の
家
に
、
夫
婦
で
仲
良
く
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

● 

相
続
時
に
兄
弟
で
も
め
て
欲
し
く
な
い
と
の
思
い
で
、

　

 

２
人
の
子
ど
も
た
ち
に
土
地
と
建
物
を
生
前
贈
与
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

● 

お
兄
ち
ゃ
ん
は
既
婚
者
で
子
ど
も
が
２
人
い
ま
す
。

　

 「
持
ち
家
が
あ
る
か
ら
土
地
も
家
も
い
ら
な
い
よ
、
で
も
現
金
は
欲
し
い
」

　

 

と
言
っ
て
い
ま
す
。

● 

も
う
す
ぐ
結
婚
を
迎
え
る
妹
は
、
親
の
面
倒
を
見
た
い
と
の
こ
と
で

　

 「
土
地
と
建
物
が
欲
し
い
な
ぁ
」
と
言
っ
て
い
ま
す
・
・
・
。

こ
の
ご
家
族
は
、
相
続
に
つ
い
て
、

親
世
代
と
子
世
代
が
事
前
に
話
し
合
う
場
を

設
け
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
際
に
、
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、

生
前
贈
与
に
つ
い
て
の
知
識
で
す
。

家
族
４
人
で
暮
ら
し
た
家
に

今
は
夫
婦
２
人
で
仲
良
く
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

９
０
坪
の
敷
地
と
３
０
坪
の
こ
の
家
は
、

我
々
に
は
少
し
大
き
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

長
男
が
生
ま
れ
て
２
年
後
に
、

こ
の
家
を
立
て
た
ん
だ
よ
な
ぁ
。

２
人
目
は
可
愛
い
女
の
子
、

兄
弟
元
気
に
遊
ん
だ
っ
け
。

築
４
０
年
の
こ
の
家
に
は
、

家
族
で
楽
し
く
暮
ら
し
た
思
い
出
が

い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

　住宅購入資金の贈与は、省エネや耐震性に優れた住宅なら１ ,２００万円まで（一般の住宅なら
７００万円まで）が非課税となります。ただしこの制度は、贈与の時期及び消費税率の変更によっ
て変わる限時法ですので、下記内容を頭に入れておいてください。

　土地を相続または贈与する場合、その土地が２つ以上の道路に接道する場合は、高い方の路線
価が適用されるので分割して相続・贈与した方が節税効果が見込まれます。

　贈与者 が６０歳以上の者（父母や祖父母など）で、受贈者が２０歳以上で、かつ、贈与者の直
系卑属（子や孫など）である場合は、相続時精算課税を選択することもできます。
　この制度を使うと、２,５００万円の特別控除が認められます。

　この制度は、一度選択したら撤回することができません。贈与時は贈与税が無税でも、相続時
は「贈与時の時価で評価額が適用」されるので、土地の評価額が大幅に下がった場合は、相続税
が発生する可能性もあります。また、税率等の改正があった場合も不利になる可能性があります。
　一方、将来値上がりする土地を贈与してもらう場合は、節税のメリットを享受できます。

　この特例は、３３０㎡ついて最大８０％の減額を受けることができる制度です。
①相続をされる側が配偶者（妻または夫）の場合、②相続財産を遺して亡くなった方と同居してい
た親族の場合、③過去３年間持ち家に住んだことがない親族に対して適用される制度です。

　敷地を半分にして２つの家を新築する場合は、親の自宅となる部分にしかこの特例は使えませ
ん。一方、二世帯住宅の場合は、土地全体を親の自宅として小規模宅地等の特例を使うことがで
きるのでお得です。
　なお、小規模宅地等の特例は贈与には使えませんのでご注意ください。小規模宅地等特例の適
用が可能な財産を小規模宅地の特例を使えない贈与で移転してしまうのはもったいないです。

　
私
は
も
う
す
ぐ
結
婚
し
ま
す
。

　
で
も
、
高
齢
と
な
っ
た
両
親
の
面

倒
を
み
た
い
の
で
、
一
緒
に
暮
ら
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
お
兄
ち
ゃ
ん
は
既
婚
者
で
持
ち
家

が
あ
り
ま
す
。

　

父
と
母
は
、
兄
弟
で
も
め

な
い
よ
う
に
、
生
前
贈
与
を

考
え
て
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
、

生
前
贈
与
の
メ
リ
ッ
ト
っ
て

何
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　相続は、親などの被相続人が亡くなることで、法定相続
人である配偶者や子供に対して遺産が引き継がれることを
指します。生前贈与は、生きている内に、配偶者や子供、
親族、もしくは第三者の他の人に対して無償で自身の財産
をあげることです。まずは、相続税と贈与税は「税率」の
違いを把握しましょう。

法定相続分取得金額　　税率　控除額
1,000 万円以下 　　　10％　－
3,000 万円以下 　　　15％　50 万円
5,000 万円以下 　　　20％　200 万円
1億円以下 　　　30％　700 万円
2億円以下 　　　40％　1,700 万円
3億円以下 　　　45％　2,700 万円
6億円以下 　　　50％　4,200 万円
6億円超 　　　　　　　55％　7,200 万円

贈与額　                　税率 控除額
200 万円以下　 　  10％ － 
400 万円以下       　15％ 10 万円 
600 万円以下　   　20％ 30 万円 
1,000 万円以下　　30％ 90 万円
1,500 万円以下　　40％ 190 万円
3,000 万年以下　　45％ 265 万円
4,500 万円以下　　50％ 415 万円
4,500 万円超　　　55％ 640 万円

上記は、直系尊属（祖父母や父母など）から、その年の 1 月
1 日において 20 歳以上の者（子・孫など）への贈与税の計
算に使用します。

（注１）省エネ等住宅とは、省エネ等基準（①断熱等性能等級４若しくは一次エネルギー消費量等級４以上であること、②耐震
等級（構造躯体の倒壊等防止）２以上若しくは免震建築物であること又は③高齢者等配慮対策等級（専用部分）３以上である
住宅のことをいいます。

STEP1
まずは、相続と贈与の違いを違いを知りましょう

[メリット ]

「子ども」の気持ちを考えてみよう
   家や不動産を購入する資金を援助して欲しい
   子どもの教育費を援助して欲しい
   生活や心にゆとりを持ちたい　など。

「親の気持ち」を考えてみよう
   相続はトラブルが起こりやすいので事前に回避したい
   子どもと同居したい、もしくは近くに住んで欲しい
   子どもや孫の生活を支援したい

　相続税は、平成２７年から新しい法律が適用されています。これまでの基礎控除の
額は５,０００万円＋（１,０００万円 × 法廷相続人の数）で計算されていましたが、税
制改正後は３ ,０００万円＋（６００万円 × 法廷相続人の数）で計算することになって
います。これにより、財産の合計が自宅と預貯金で５ ,０００万円くらいの一般家庭に
おいても、相続税が発生する可能性が高まっています。最近のニュースでは、課税対
象者は６００万世帯から１ ,２００万世帯に、２人に１人が相続税の申告が必要になっ
たとも言われています。
　コスガ工務店は、地域密着で家守りを行っている工務店です。家を建て替える、リ
フォームするなどの際に、その思いが不利益となってしまわないように、コスガ工務
店新聞の特集号として本号を発行いたしました。
　相続や生前贈与の準備をはじめるきっかけになれば幸いです。

相続相談は完全予約制です。上記の日程に合わない場合には「個別相談」で
対応させていただきます。ご都合の良い日程をお申し付けください。

STEP2
生前贈与のメリットを知りましょう

STEP3 STEP4
相続・それとも生前贈与？
自分たちに合った方策を考えてみましょう

お互いの気持ちと、思いやりを大切に

STEP5
相続・生前贈与は「自分ゴト」に

©KOSUGA Inc, All Rights Reserved.

夫婦ともども７０歳、まだまだ元気だ！

１. 暦年贈与によって大きな節税効果が望めます
　年間 110 万円 × 相続人の数の控除が利用できます。相続人の数が多いほど、大きな節
税効果が期待できます。

２. 相続する相手や時期を自由に選べます
　生前贈与は、誰に贈与するかを選択できるため、相続時のトラブルを未然に防ぐ対策を
講じることができます。また、いつ誰に何を贈与するのか、贈与時期を選べます。このため、
土地や不動産など、将来的に値上がりの可能性が高いものは、節税することができます。

３. 孫でも贈与可能です
　父から孫へ贈与をすることで、父親の子が死亡した時は孫（父から見た場合）は相続税
の対象にはならず、その分節税効果は高くなります。

４. 相続時精算課税制度が使えます
　相続時精算課税制度とは、60 歳以上の父母又は祖父母から、20 歳以上の推定相続人
である子、又は孫に対して財産を贈与した場合に、2,500 万円の限度額に達するまで何
度も控除が出来る制度です。

５. 住宅取得資金贈与なら贈与税がかかりません
　平成 27 年 1 月 1 日から平成 33 年 12 月 31 日までの間に、父母や祖父母など直系尊
属からの贈与により、自己の居住の用に供する住宅用の家屋の新築、取得又は増改築等の
対価に充てるための金銭を取得した場合、一定の要件を満たせば非課税限度額までの金額
について、贈与税が非課税となります。

６. 贈与税の配偶者控除が使えます
　婚姻期間が 20 年以上の夫婦の間で、居住用不動産又は居住用不動産を取得するための
金銭の贈与が行われた場合、基礎控除 110 万円のほかに最高 2,000 万円まで控除 ( 配偶
者控除 )できます。

７. 教育資金なら1,500万円まで贈与できる
教育資金として金銭の贈与があった場合、信託受益権又は金銭等の価額のうち
1,500 万円までの金額に相当する部分は、金融機関等の営業所等を経由して教
育資金非課税申告書を提出することにより贈与税が非課税となります。

相続税の速算表 贈与税の速算表（特例税率）

右ページに詳細あり

住宅取得資金等の「贈与税非課税制度」を利用する

消費税等の税率が ８％の場合の【非課税限度額】

住宅用の家屋の種類
省エネ等住宅（注 1） 左記以外の住宅

１,２００万円 ７００万円

１,０００万円 ５００万円

８００万円 ３００万円

住宅用の家屋の
新築等に係る契約の締結日
平成32年３月31日まで

平成32年４月１日から平成33 年  ３月31日まで
平成33年４月１日から平成33 年12月31日まで

平成31年4月1日から平成32 年  ３月31日まで

平成32年４月１日から平成33 年  ３月31日まで

平成33年４月１日から平成33 年12月31日まで

消費税等の税率が １０％の場合の【非課税限度額】

住宅用の家屋の種類
省エネ等住宅（注 1） 左記以外の住宅

３,０００万円 ２,５００万円

１,５００万円 １,０００万円

１,２００万円 ７００万円

住宅用の家屋の
新築等に係る契約の締結日

贈 与

「相続時精算課税」を使って贈与する贈 与

「小規模宅地等の特例」を使って相続する相 続「土地を分割」して相続または贈与する相続または贈与

相続時精算課税制度を
選択する 選択しない

相続時精算課税制度

相続時精算課税制度のメリットとデメリットも知っておこう

小規模宅地等の特例を使う場合は「二世帯住宅」を建てる方がお得です

暦年課税

① 贈与財産の価額から控除する金額
　 特別控除額 ２,５００万円
② 税率（上記額を超えた部分に対して）
　 一律 、２０％の税率が適用。

① 贈与財産の価額から控除する金額
　 基礎控除額 毎年１１０ 万円
② 税率
　 上記の場合は「特例税率」が適用。
　 （特別税率は、左上ページに記載）相続時の注意点

相続時の注意点
相続時は、相続開始の３年以内に贈与を受
けた財産の価額（贈与時の時価）を加算し
なければなりません。

相続時は、相続財産の価額に相続時精算課
税を適用した贈与財産の価額（贈与時の時
価）を加算して相続税額を計算をしなけれ
ばならないので、メリットを享受できるか
はケースバイケースです。

TEL：042-461-4943

毎月第２土曜日は、相続相談の日です

株式会社 コスガ工務店
〒202-0014 西東京市富士町 4-5-12

午後 13：00～17：00 無料です

敷地を分割しない場合→ 敷地を分割した場合→

路線価 １００万円

１００万円×3００㎡
=３億円

路
線
価 

５
０
万
円

３００㎡ 高い方の路線価
が適用される

路線価 １００万円

１００万円×１５０㎡=１億５千万円
路
線
価 

５
０
万
円

１５０㎡

５０万円×１５０㎡=７千５百円
１５０㎡

３億円 ２億２千５百万円


